
明 治 期 の 舞 踏 的 遊 戯

-そ の精神 と技術の様相-

松本千代栄 ・香山知子

 明治期 の学校 教 育 に おけ る舞 踊系 の教育 内容 の名

称 につ いて は,「行:進法」(明治18年),「 進行 戯」(33年),
「行進 遊戯 」(35年),「 行 進 運 動 」(40年),「 共 同的 運

動 遊戯 」(30年),「 唱歌 遊 戯」(33年),「 唱 歌列舞 」(38

年),「 美 的遊戯 」(39年)な ど様 々な名 称が み られ る。

 本研 究 で は これ ら を総 称 して 「舞踏 的遊 戯」(「小

学 校適 用遊 戯軌 範 」 明治31年(遊 戯調 査會)が, 行

進 遊戯, 唱歌遊 戯 をあ わせ て舞踏 的遊 戯 と称 して い

た。)と し, その 内容 を隊形変 化 系の行 進 を「行 進遊

戯1」, フ ォー ク・ス クウェ アー系 の行 進遊 戯 を 「行

進 遊戯2」, 唱 歌 を伴 う遊 戯 を 「唱歌遊 戯」と し, 分

類 考察 した。

は じめ に

先 ず この研 究 の背 景 として明 治期 の教 育 ・文 化 の

動 向 をみな けれ ば な らな い。

開化主 義 と欧 米先 進 国文化 の摂 取 をめ ざした明 治

10年 代 には, 明 治4年 文 部省 の 設置, 教育 行政 に 大

き く貢献 したダ ビッ ト・モルレー(David Murray)の

招 へ い, 明治5年 の 「学 制」 発布 をは じめ と し, 欧

米 の学校制 度 の形 態 を移 して, 初 等, 中 等教育 及 び

教員養 成機 関な どが 発足 した。

また明 治9年 には, 教 師 の態度 や教 授方 法 につ い

て の著 「教 師 必読 」(文部 省 印行)の 出版(訳 書), 同

年 東 京女子 師範 学校 に幼稚 園が設 置 され る。 フ レー

ベ ル(Friedrich Wilhelm August Frobel 1782-

1852)の 教 育 思 想に よ り, 子 ど もの遊 び の価値, 遊 戯
(1)

に よる自弓活動 の農 開 を重視す る保育思 想が導入 され,

明 治20年 以降ヘ ルバ ル ト(Johann Friedrich Herbart

1776-1841)の 教 育学 が導 入 され て, 内的 自由, 完

全, 好意, 正義, 公平 の5つ の理 念に表 わ され る道

徳的品性が重視さ鵜 「五段階教授法」が以後の蕎育

に段階的教授法の定型をもたらすことになった。

 一方, 実践的には, 明治初年の幼稚園では, 讐田
芙 雄, 松野 クラ ラに よ る幼 児 の唱歌 遊戯 の開 発, 明

治7・8年 頃 に はペ ス タロ ッチ主義 の理 論 と方法 を

学 んだ伊 沢修 二が, 米 国 の 「ラブ レロー」 の音譜 に、

蝶 々の歌詞 を付 し, 唱 歌遊 戯 を行 う(4)など, 遊 戯 の教

育 的価 値 にめ ざめ て新 しい胎 動 を導 い た 各 業 績 は,

今 日す で に明 らか に され てい る。(5)

明治12年 には音楽取調掛(文 部省)が 設けられ,
(6)

また森有礼による-女 学生に対する舞踏の採用」方

針によって, 明治19年には早くも高等師範学校女子

部(現 お茶の水女子大学)で, 舞踏会が開かれる運

びとなり, 運動会 とならんで学校への欧米文化の導

入の端緒となったと思われる。

 次いで, 教科書の検定制度(明 治19年・文部省),
「小学校教則大綱」(明治24年・文部省)が 出され, そ

の第1条 の 「徳性ノ酒養ハ教育上最モ用フヘキナリ

故二何レノ教科目二於テモ道徳教育, 国民教育二関
(7)

スル事 項ハ 殊 二留 意 シテ教投 セ ンコ トヲ要 ス」 に み

られるように, いずれの教科においても 「徳性の酒

養」が重視され, 明治23年には, 「教育二関スル勅語」
の発布をみるに至った。以後, 小学校に於ける修身

教育は, 勅語の徳目によってなされ, 国家意識がた
かまる。

 明治24年からは,「小学校祝 日大祝 日儀式規程」に
より祝日儀式が行われるようになり, 学校は次第に

形式を整え, 明治28年の「高等女学校規程」では「普

通体操」や, 「遊 戯」を生徒にさずけることになり,

明治32年には, 「高等女学校令」公布, 封建制下の中

から人々は漸 く解き放たれる方向にむかう。

 明治36, 7年には, 小学校教科書の国定制度の成
立となり, この期を境に, 教育は明治初期の欧化主

義から次第に国家中心の色彩を確実にしていったと
みなされている。学校の遊戯も明治37年 「禮操遊戯

取調委員会」設置(文 部省), 39年調査報告がでて漸

く学校の遊戯の指針が示されるようになる。(後述)

 このような学校制度の整備の一方, 学校教育の外
部においては, 明治17年にはじまった鹿鳴館での社

交は, 「井上外務卿が鹿鳴館を貸與せられ, …西郷参

議が踏舞教師を差向られ, 伊藤参議が毎會臨席して

會員を奨働せられ…」等政府高官の顔を揃えて(81方

舞円舞各其の技術を奏」する 「踏舞法」として, わ
が国に優美華麗な西洋舞踏をいちはや く導入したこ

とは, 既に注目されているところである。

 また, 日清・日露戦争の後の国民意識の高揚 ととも
に, 日本の舞踊界では明治37年に坪内遣遙の 「新楽

劇論」が出され,「新曲浦島」の創出などワグナーの

楽劇 をめざしての演劇, 舞踊の改革が論と実践をあ

わせて進められる。

 このような学校及び社会の欧米文化の摂取 ・導入

及び国家思想の確立が, 体育科教育, 特に「遊戯」に

影響を及ぼさないはずはないと思われる。

 本研究では, これらの先行研究をふまえて遊戯の
発展期と思われる明治中後期に重点をおいて, その

実態を, 著作の内容分析により, その精神 と技術の

様相を明らかにしようとするものである。
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1. 行進 遊戯I

「変形 行 進」と名付 け られ たい わゆ るマー チ ン グを

中心 とす る遊戯 を収 集分 類 した 「行 進 遊戯1」 で は,

本研 究 の対 象 資料 の総 曲 目数544の 中, 227曲 を しめ,

音 楽 にの って 「歩 く」 こ とを中心 と した遊 戯 の導入

と展 開 が, 明 治期 遊 戯 の1つ の特 色 をなす とみ な さ
(9)

れ る。(「舞 踊学In号 」6頁, 表6参 照)

行 進 は, 円形 つづ いて列 形が 最 も多 く, その他 十

字形, 方形, 渦巻, 星 形 な ど様 々 な隊形 を とりつ つ,

明治20年 代 の行進遊 戯 は 多様 化 され る。即 ち,「歩 く

動 作 を基 本 とす る隊形 変換 の性 質」 の展 開 であ る。
「走 る 」 「跳ぶ 」 な どの動 作 の含 まれ てい る ものは,

5-6曲 に限 られ, 各種 ステ ップは まだ殆 ん どみ ら

れな い。

 明 治30年 代 にな る とチ ェー ン(Chain)や ター ン

(Turn), ム リネ(Mourinet)な ど, 単 純 な連手 以 外

に手 の動作 も加 わ り, また 「ヒー ル ・エ ン ド ・トウ」

(Heel and toe), 「ガ ロップ」(Gallop)な ど動 的 な

動作 も加 わ る。 明治40年 代 に 入 る と, これ らのス テ

ップ の他, 膝 屈 歩(Knee bending step), 打 歩(Strik-

ing step), 踏歩(Stampfen) な どの各種 の異 な っ

た足 ど りの ス テ ップ が導 入 されて い る。

 「歩 く」 こ と中心 か ら, 明治35, 6年 頃 を境 に増加

した, これ らの各種 ステ ップ は, これ 以降 ひ きつづ

いて用 い られ, 特 に 「水 鶏 歩」(Kiebitz gang),「 揺

藍歩 」(Wiege gang), 「後置 歩」(Nachetell gang),
「平衡 歩」(Balance)な どは, 研 究対 象 とした24著 書

中, 14書 に含 まれ て いる。(第8回 舞 踊学 会 資 料5頁

表2参 照)(10) これ らの ステ ップ は, 表1に よ って も

表1. 歩 法(ス テ ップ)の 種 類(明 治34年-45年 の29書 にみ られ る125種 類)

〔歩法 説明の例〕一 「最新歩法全集」 矢島鐘二 ・納 尚信, 明治38年12月 より引用。

フォワー ド・ステープ(Forward step)-(通 常 歩)

ダブル ・スケー ト(Double skate)-(重 複摺 歩)

ナ ッハ ・ガン グ ・ホ ップ(Nack gang hop)-(後 置跳 歩)

単式 シ ョッチス ・ヒュ ッヘ ン(Schottishe hupfen)一(単 式蘇格 蘭跳歩)
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明 らか な ように, 英 ・独 ・仏 の著 作か ら採 択 され てお

り, 特 に明治36年 の 「女子 運動 法」(クラ ラ ・ヘ ス リ

ン グ著, 坪 井 玄道, 可 児徳 訳)に は, その殆 ん どの

ステ ップ があ げ られ てお り, その後 の指針 とな った

とみ な され よ う。表1は, その動 作 の種類 に よって

ステ ップ を類別 した もの であ るが, (1)歩 く, (2)踏む, 

(3)打 つ, (4)す べ る, (5)跳 ぶ, (6)そ の他 とな り単独

なス テ ップ以 外に, 複合 形, 応 用形 もあ らわ れ る。

「最新 歩法全 集」(明 治38年, 矢 島鐘二 他), 「実 験 団

体新 遊 戯法 ・附 歩法 演 習」(明 治40年, 上 田信 太郎)

な どの著 には 「歩法 を組 合 した る行 進 」, 「歩法 演習 」

が あ り, この後 の練 習法 を拡 充す るこ とにな る とみ

られ る。

 ま たス テ ップは,「 フォワー ド・ス テ ップ(Forward

step)一 通常 歩」,「バ ラン ス ・ホ ップ(Balance Lop)

一 平 衡 跳 歩1. 「ウ ィ ー ゲ(Wiege)一 揺 監 歩 」,「 シ ュ

(11)

トリヒ ・ガン グ(StorcL gang)-鶴 鳥歩 」璽な ど英語,

独 語 の原 語 を付記 した もの, カナ書 き した もの, 訳

語 に よる ものな ど, 種 々 の記 述が あ り, 明 治期 の外

来運動 文化 導 入 の様 相 をナマ に示 して い る一 面 と認

め られ, 興 味 深 い ものが あ る。

II. 行進 遊戯II

行進 遊戯1に み た よ うな, 簡 単 な変形行 進 をこ え

て, 対 列 や 方 形, ま た 円 形 で互 いに組 み をつ くり,

曲 目固有 の音楽 に よって踊 る形 式 を もつ もの をフ オ
ー ク ・ス クウ ェア系 として分類 した。(表2)

 こ こで は明治 各年代 を通 じて 多 くあ げ られ てい る

曲 目は, カ レ ドニア ン(Caledonlan), カ ドリール

(Quadrille), コチ ロン(Cotillion), コン トラダンス

(Contra dance), ランサー ス(Lancers)等 で あ り,

方舞(Square)系 の ものが最 も多い。 明 治20年-35年

頃 まで は, これ らの方 舞 と封舞 以外 は ほ とん どみ ら

れ ないが, 36年 以 降 は, スケーチ ング ・ダンス(Skat-

ing dance)や, タン ツ・ライゲ ン(Tanz reigen)な

ど環舞 や 円舞 が著 し く多 く表わ れ る よ うに な る。
(12)

(「舞 踊学IH号 」6頁 表2参 照)

 これ ら明治後 期 にみ られ る 多様 化 の傾 向 は, 明治

36年 に 日本 遊戯 調査 会(高 橋 忠次 郎)の 「最 新舞 踏

全集 」 の出版 に至 ったが, 明治37年 に は, 禮 操 遊戯

取調 委員会(文 部 省 〉が設 置 され, 遊 戯 の 多様化 の

傾 向 に一 定 の進路 を指示 す る結果 を招 いて い る。

 事 例 をあげ て, フ ォー ク ・ス クウ ェア 系 の構 造 を

み る と, 方 舞系 につ い てみ る と, カ レ ドニ ア ンでは

1段-5段 の段 落 を もって 曲 目が構 成 され, 8呼 間

の動 きの単 位 で, 動 きは方形 にむ きあい, 常 に対 向

して い る 「伍 」(カップル)が, ム リネ, セ ッ ト(Set),

フ ォア エ ン ドバ ック(Fore and back)と い った技

術 を行 っよ りにな って い る。

封舞 系 につ いてみ る と, コ ン トラダ ンズ では, 向

きあ った2列 にな り, 8呼 間単 位 の動 きで左右 対 照

的 に ター ンの動 きが行 われ る。

 円舞 系 につ い て み る と, スケー チ ン グ ・ダ ンス,

ヒー ル ・エ ン ド ・トウ では カ ップ ル で円形 をつ くり,

同 じ く8呼 間の動 き を基本 単位 としな が ら, その 中

表2. フ ォー ク・ス ク ウ ェア 系 行進 遊戯II(曲 目)の 種 類(明 治20年-45年 の38書 にみ られ る75曲 目)

注)上 欄 の分類 は, 「舞踏行進遊 戯法」(乙 訓鯛助 他, 明 治40年)に よった。

ただ し, 封舞 には唱歌 を伴 うコン トラダ ンス も含 んでい る。
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で水鶏 歩, 氷滑 歩, な ど各 ス テ ップ を用 い た4呼 問

つ つ の くり返 しが行 わ れ る。

環舞 系 につ いて み る と, 「スワ ロー 」(Swallow)で

はサ ー クル をつ く り, 8呼 問 の動 きを単位 としなが

ら, 水 鶏 歩, 旋 轄 歩 を 中心 として構 成 され てお り,

円舞 に くらべ てサー クル の拡 大, 縮小 な ど円形 での

変化 が み られ る。

これ らの 外来 舞踏 的遊 戯 の導 入 の原檬 は記載 され

てい ない ものが 多いが, 白井 規矩 郎 は,「 レスケ氏 ・

女子 遊 戯圖 説及 び室 内遊 戯 」 「コー ラ ウン氏 ・遊 戯 と

体操 」 「クラウゼ ー 氏 ・遊 戯 詳解 」「アニ ブロー ス氏 ・

遊 戯大 成」 「クロ ス氏 ・運 動 の遊 戯」 「ケー ケル 氏 ・運

動遊 戯」「ワ グ子 ル氏 ・小 供遊 戯」の原採 を示 してお り, (13)

高橋 忠 次郎 は,「 ヴ ァ リァ ー ・デュー 氏 ・舞踏 歴史」
「グロー ヴ夫 人 他 ・舞 踏 法」 「バ ァバー ド・ピー ・ジェ

ー ・エ ム氏 ・舞踏 書」 「エー ・シー ・ワー ス氏 ・舞 踏精

粋 」(以上 英 米の 書)「 レ スケ氏 ・女子遊 戯圖 説及室 内

遊 戯」 「クロス氏 ・女 子膿 操論 」(以 上独 逸 の書)を

原接 として示 して い る(14)。また, 坪 井 玄道, 訂児徳 に

は, 「クラ ラ・ヘ ス リン グ氏 ・女 子運動 法」(明治36年)
「アー ・ヘ ル マ ン氏 ・女子 運動 的遊 戯」(明治38年)の

訳(15)ゆ書が み られ る。

III・唱 歌遊 戯

唱歌 を伴 って行 う遊 戯 を 「唱歌遊 戯 」 として収 集

分類 した。

明治20年-45年 の51書 にあ らわれ た唱歌 遊戯 は

236曲 目で, 最 も 多 くの書 に あ らわれているのは,「風

車」(明治20年 以 降21書 に み られ る。)「お 月様 」(明治

35年 以 降20書)「 桃太 郎」(明治34年 以 降18書)で, 明

治20年 か ら30年 は新作 は 少 ないが, 33年 か ら38年 は

新作 が最 も多 く, 前 述の 「お 月様」 「桃 太郎 」 の他,
「か らす 」 「た こ」 「夕立」 「ひ ば り」 な ど とな ってい

(16)
る。(「舞 踊学III号」7頁, 表3参 照)

唱 歌 の 題 材 は, 題 名 の選 択傾 向 に よっ てみ る と,

思想 ・感情(34), 物語(15), 歴 史(11), 自然の風 物

(30), 動 物(29), 植 物(15), 四季(11), 遊 び(30)

環境 ・物 質(12)と な り, 自然 に関す る題 材が最 も 多

いが, 「如 何 な る題 目が 最 も幼 児の興 味 を惹起 す るに

適 して居 るか 」を考 慮 し,「幼 児の経験 界 に適切 た る

べ き事」 を第一 に考 え,「 自然 界の現 象」 「日常親 近

な鳥獣 魚 類」また 「花 葉 の美 は しき」植物,「 人事 的

関係 を顕 はせ る もの」(例えば 「物語 の歌 」)「日々 絶

えず観 察 経験 す るや うな もの」(例えば,「汽車, 汽船,

水車, 風 車, 車等」)(17)を題 目とす る こ とが適 切 と考 え

た児 童観 はす で に ここに反 映 して いる とみ な され る。

(「舞 踊学III号」8頁, 表4・5を 参 照)(18)

しか し, 「必勝 曲」「軍隊遊 び」 な どの戦 争題 材や,

「赤穂 義士 」 「那須 与一 」 な どの 歴史 的題材 な ど, 思

想的, 教 訓的 色彩 は, 題名 に も明 らかに表 われ,「一

旦緩 急ア レバ …」 とい う戦争 題材 は, 明治27, 8年

の 日清戦 争 の頃は あ ま りみ られ ないが, 明治37, 8

年 の 日露:戦争 前後 に は, その数 は増 して お り, 明 治

期 修 身教 育 の方向 が察知 され る。(第8回 舞 踊 学会 資

料, 15頁, 図表4参 照)(19)

これ らの唱歌 遊戯 に表 われた思 想性 につ いて更 に

精 緻 に考 察 してみ よ う。

図1. 行 進遊戯1(「 圓形循 環行 進」)

圖 六 十 第

「国定読本 唱歌遊戯教授 書」吉 田信太, 原 藤蔵 著

明 治38年(P. 151)よ り引用

図2. 行 進遊戯II

口 六 錦 編

「女子運動法」 クララ ・ヘ ス リング著, 坪井玄道 他訳

明治36年(P. 6-7)よ り引用
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ここでは唱歌遊戯の歌詞にふくまれた意味内容を

分析 し, 特に明治23年発布の教育勅語の徳目と対照

し, 修身(個人)及び忠君愛国(公民)の2分 野から徳

目と唱歌の歌詞 との関連をみた。(表3)

表3は, その歌詞に直接徳目が歌いこまれている

もの(甲), 比喩的に徳 目が表現されているもの(乙),

徳目のことばはみられないが, 徳目的雰囲気を匂わ

せ て い る もの(丙)に 分類 して いるが, 229教 材 の う

ち50教 材 は(甲)類, 97教 材 は(乙)類, 39教 材 は(丙)

類, 徳 目をあ らわ して いな い教 材 は, 113教 材 とな っ

て い る。 徳 目の殆 ん ど全 て にわ た って唱歌 遊戯 が つ

くられ て お り, 年 少 時か ら 「修 身」 と 「忠 君愛 国」の

精神 の 浸透 をはか った とみ な され, この期 の遊 戯 の

特性 を明 らか に示 す と認 め られ る。

表3. 唱 歌遊戯 の分 類(徳 目別)(明 治20年-45年 の54書 にみ られ る187曲 目)

注1)唱 歌遊戯299曲 目の うち, 徳 目関係 の187曲 目について分類 した。

2)(甲)……直 接徳 目が表現 されてい るもの。

(乙)……比 喩的に徳 目が表現 されて いるもの。

(丙)……徳 目の こ とば はみ られないが, 徳 目的雰 囲気 を匂わせてい るもの。

3)＊印 は, 尋常1, 2年 を対象 とした教材。
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表4. 唱歌遊戯の歌詞 (徳目分類例)
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次 い で表4で は, 歌 詞 内容 を示 してい るが, 例 えば

「忠孝 」では,「天子様 に忠 々忠, 皇后 様 に忠 々忠 …」

と 「克 ク忠 二」 を うたい こん でお り, 「進 め(1)」 で

は, 「ハ ゲ メハ ゲ メ タユ マ ズハ ゲ メ マ ナ ビ ノ ミチ

ノタ ノシキ カタへ… 」と1学 ヲ修 メ業 ヲ習 ヒ」を奨 め,

「ちぢは は」 では 「…オ モヘバ タカ イオ ヤ ノオ ン…」

と 「父母 二孝二 」 を教 えて お り, 徳 目が 直接 唱歌 に

お りこ まれて い る。

更 に, これ らの個 々 の徳 目を1曲 中に盛 り込 ん灯

もの以 外 に, 教育 勅 語発布 後, 教 育勅 語 に そっ て全

徳 目を含む 唱歌遊 戯 も出現 して い るこ とに注 目しな

けれ ばな らな い。 即 ち, 「民 ノ道」 「ヨイ コ ドモ」 で

あ る。 「民 ノ道」では, 1番 の 歌詞 「ヒイ ヅル クニ ノ

クモ タ ミハ チ ウ トカ ウ トニ ミヲサ サ ゲ…」 に は

じま り, 7番 「何 につ け て も世 の益 と人 の為 とを思

ひや り…」, 8番 「安 く治 ま る國の 内, を きて の道 を

賜 ぞ…」 と, 教 育勅 語 の徳 目が10番 まで の歌詞 に網

羅 され てい る。

これ らの徳 目の網 羅 と唱 歌遊 戯 の対象 年令 をあ わ

せ て考 え る と, 教 材 は, 尋 常1, 2年 男女 対 象が ほ

とん どで, 中に は3, 4年 男子 に も課 そ うとして い

る教 材 がみ られ, (例 えば,「 愉 快」 「わが帝 国」 「軍

人 」等)こ れ らの 点か らは, 前 述 の よ うに年 少 時か

らの道徳教 育 のね らいが一 層明 らか に認 め られ る。

観 点 をか えて, 唱歌遊 戯 を, 動 作 の形 態 か ら考 察

し よう。

徳 目内容 に 関係 した遊 戯 につ いて み る と, 以下 の

よ うに5つ に大 別 され る。(1)行進 とその場, (2)模 倣

だ け, (3)行進 と模 倣動 作, (4)行 進 と体 操 的動作, (5)

行 進 とその場 と模 倣 ・体 操 的動作, を含 ん でい る も

の であ る。(図3)

模倣動作では, 例えば「がん, 鳥, キジ, つばめ,

雀, カラス」などの鳥類では, 「羽翼運動」 といわれ

る手の上下運動や, その他, 犬, ありなどの生態の

描写的な動作がとりいれられている。
一方, 感情的な表現では, 両手を上げて跳躍する,

体を反らす, 手を胸において手を開 く…といった日

常的な情緒反応からくる動作がとりあげられている。

また, 礼法のあらわれとみられるおじぎは, 例え

ば 「忠孝」の 「天子様に忠々忠」で敬礼する,「ちぢ

はは」の「オモヘバタカイオヤノオン」で停止して礼

をするなど敬意を表する 「儀礼」の形式がそのまま
一表現形態として用いられている。

動作形態の5つ の分類は, 模倣動作だけを行うも
のは1種だけ((2))で, 他の4種 は行進と組みあわさ

れている。即ち,“唱歌をうたいながらマーチングを

行う”というように, 導入した “外来舞踊の行進系
の形式”をそのままとりいれて唱歌と融合させた唱

歌遊戯の形態が多くみられることに気付 くのである。

また, 明治中期には, 言文一致運動がおこり, 以

来唱歌も児童に理解しやすい歌詞に変る傾向をみせ

ているが, 歌詞にあわせたあて振 り的な模倣動作の

動作形態の増加がこの時期 と一致しているかどうか

は今後の検討にまたねばならない。

結 び

明治以来100年余を経過した今日, 教育の中の舞踊

の形態は, めざましく変貌している。

21世 紀の新しい時代の視点がもとめられるとき,

明治中後期のめざましい欧米文化の摂取とその同化・

新生をみることは, 今日の教育の課題解決にも1つ
の示唆をもたらすものと思われる。

図3. 「朋 友 」(「 実験 詳 説 遊 戯 唱歌大 成」 白井 規矩 郎, 明 治33年, P. 34-37)

1.

立つ波に 心へだてぬ 友 千 鳥 まなくしばな く 聲かはすなり

手 を上下 半回転 行 進 半 回 転

(2人 組) (2人 組)

2.

隔てなき 友の真実に くれ竹の よに も迷 はず 道すすみゆ く

連 手, 二重円をつくる 足踏み 手 を くんで行進

3.

何 くれ と 心へだてぬ 友 垣 も 礼 儀 正 し く 立つべ か りる

対面4歩 背合せ 対 面 各一礼をなす 大円をつ くる
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これらの意義を再認しつ ゝ,
「明治中後期の舞踏的遊戯」の特性をまとめてみると,

1. 行進遊戯, 唱歌遊戯を通して 「身体発達」特に
「下肢の発達」をめざし, 生活や服装の変遷とも

かかわって, 「脚部を自由に運動せしめ, 其の獲

育」(20)を重視し,

2. 行進遊戯, 唱歌遊戯を通して, 唱歌の雅楽調か

ら洋楽調への変化に応じ, 拍子的な動 きではあ

ったが, 「律的動作」を重視 し,

3. 行進遊戯, 唱歌遊戯を通して,「規則に従ふの習

慣又は朋友と接するの交情を養成」(21)する 「集団

動作」の価値を重視し,

4. 行進遊戯, 唱歌遊戯を通して,「墜迫閉塞せられ

たる心情を解放 し, 身心慰養上の効を奏する」(22)
「優美高雅の風釆を作為する」(23)舞踏的遊戯 とし

て 「動作と心情」 との深い連関に着目した。

と認められる。

今日の個性に基く自己表現とは距りながら, 舞踏的

遊戯として, 舞踊と舞踊教育の本質に接近しようと

した真意を認めるものである。

また, 徳目と唱歌遊戯の形態を対照するとき, 歌
3詞内容によ

って動作の変るものは少なく, 一般に遊

戯 としての律的動作の形態を優位においている点に

特色をもつことをみのがしてはならない。

この遊戯形態の定型性は,「遊戯形態」即ち踊るこ

とと,「内容」即ち精神性 との関連に自ら考え至らせ

る。明治期教育は,「 忠君愛国」「修身」の観念を観

念として教えるのではなく, 心情にとかしこんで国

民教育を企図したとみられるが, しかし, この一見教

化的な歌詞の唱歌遊戯は, 律的にはこばれる 「歩」・
「跳」の中に解放された表現行動 生命の発露と

して,「 動的な楽しみ 」をはじめて人々に享受させ

共有させたものとして意義深い。

この本質的価値が遊戯の発展を可能にしたとみる

時, 明治期舞踏的遊戯の価値は今 日的意義に通 じ,

その史実は舞踊の本質を語るものともみなされよう。
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表5. 研究対象著書 (舞踏的遊戯に関する著書一覧表) (明治18年-45年 の97書)
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